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そんな改革は止めないと！

たかやんのプロフィール

後期高齢者って何だ！
来年4月から「後期高齢者医療制度」がス
タートします。後期高齢者というのは75歳以
上のお年寄りのことです。最初、「後期高齢
者」という言葉を聞いた時、「何だそりゃ！」と
思いました。誰が決めたかは知りませんが、
高齢者を前期だとか後期だとかに分けるセン
スを疑います。このシステムが機能しはじめる
と、日本全国で「あたしは前期よ」とか「俺はも
う後期だ」とかいう会話がされるようになるの
でしょうか。この制度が恐ろしいのは、75歳以
上のお年寄りは全員、年金天引きで介護保
険料と一緒に「後期高齢者医療保険料」が
徴収されるということです。その金額は都道
府県単位で決まるというのですが、その平均
は6200円。すでに年金から天引きされてい
る介護保険料と合わせると、月10000円以
上の保険料が年金から自動的に引き落としと
されます。しかも、滞納すれば直ぐに「資格証
明証」を発行して、保険証を取り上げてしまう
というのだから、どうしようもありません。

「資格証明証」と聞くと、何かの証明書かと
思ってしまいますが、要するに病院の窓口で
は10割を負担し、保険料を払ったら7割は戻
しますよという証明です。保険料が払えない
人には「貧乏人は10割払え！」といっている
だけのことなのです。そんな証明いりますか？
現在22もある大型事業を中止・凍結すれ
ば、お年寄りの方達を助成することはできま
す。。今のままの「道路」「観光」路線では、新
座市は破綻に向って走っているだけ。そろそ
ろ舵の方向を変えないと大変なことになりま
す。新座の借金は800億近いのです。　

小泉・安倍と続いた「改革」「美
しい国」路線は、国民の生命線

をぶっ壊してしまったのだと思います。
税金の無駄遣いにはなかなかメスが入ら
ず、市民からはふんだくる。そんな改革は止
めないといけません。10月1日からの「郵政
民営化」だって、国民の生活にプラスになる
とは思えません。新座市も土地開発公社の
健全化計画が進んでいますが、要は土地開
発公社が取得してしまった土地を市が買い
戻している。それだけのことです。53億の「東
久留米・志木線」には随分反対してきました
が、もう後戻りはできない状態まで来てしまい
ました。市長にも賛成してきた議員にも責任
を取って欲しいですね。
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